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⾃⼰紹介
名前: ⽚岡 勇⼈ (かたおか ゆうと)
所属: アマゾン ウェブ サービス ジャパン合同会社

ヘルスケア・ライフサイエンス事業開発部
シニア事業開発マネージャー

経歴: 国内半導体メーカー
→外資系ヘルスケア企業

→現職

役割: üヘルスケア・ライフサイエンス領域のお客様の取組みご⽀援
üクラウドに対する⽇本のお客様固有の要件にお応えするため
アマゾン ウェブ サービス (AWS) グローバルチームと連携
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Our Mission

Amazonは、
地球上で最もお客様を
⼤切にする企業であること



AWS は⽣活者・患者をとりまくステークホルダーのインフラをご⽀援
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国内最新事例のご紹介

- AWSへの大規模移行事例：第一三共

-創薬研究領域事例：中外製薬、塩野義製薬、大日本住友製薬

-コマーシャル領域事例：エーザイ

国内における製薬関連のお客様
（⼀部抜粋）
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国内における公的研究・ゲノミクス・予防・介護関連のお客様

国内最新事例のご紹介

- AWSへの大規模移行事例：第一三共

-創薬研究領域事例：中外製薬、塩野義製薬、大日本住友製薬

-コマーシャル領域事例：エーザイ

© 2021, Amazon Web Services, Inc. or its Affiliates. 

国内における公的研究・ゲノミクス・予防・介護関連のお客様
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国内最新事例のご紹介

- AWSへの大規模移行事例：第一三共

-創薬研究領域事例：中外製薬、塩野義製薬、大日本住友製薬

-コマーシャル領域事例：エーザイ

国内における医療関連のお客様 （⼀部抜粋）
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クラウド利⽤における製薬業界のトレンド

バリューチェーンのDX リアルワールドデータ
の活⽤

データの⺠主化



本セッションでお話しする内容

1.膨⼤な社内データの活⽤で広がるデータの⺠主化

2.機械学習やIoTで進むバリューチェーンのDX

3.マーケットプレースで簡素化されるリアルワールドデータ利⽤
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ギリアド: 爆発的に増えるデータを⽀える
データメッシュアーキテクチャ

マイグレーションからセキュリティコンプライアン
ス対応
• 数千のVMや数⼗のエンタープライズアプリケー

ション（GxP含む）、数万のユーザーが対象
• GxP対応に関わる「神話」vs 様々な検証済みア

プローチやフレームワークが活⽤できる「事実」
• データセンターの70％がAWSへ移⾏済み

データ統合からイノベーション
• データ統合により今後2.5PB相当のデータがクラ

ウド上で扱えるように
• 機械学習を活⽤し、⾮構造化データを含む膨⼤な

社内データの検索時間を50％削減
• データメッシュを活⽤したエンドトゥーエンドの

部⾨横断的なAIプラットフォームを構築

データの民主化

https://youtu.be/97SDSKJE-p0

https://youtu.be/97SDSKJE-p0
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ギリアド: 爆発的に増えるデータを⽀える
データメッシュアーキテクチャ

従来のモノリシックな管理から脱却し、データメッシュアプローチでエンタープライ
ズレベルでデータ利活⽤のスケーラビリティを確保

Why data mesh? データメッシュ・プリンシプルズ
（原則）

成功要因

1. モノリシックなアプローチ
はスケールしない

2. トップダウンのデータガバ
ナンスが機能しない

3. データの信頼性が低下
4. データパイプラインの複雑

性が増加

1. ドメインオーナーシップ
2. Data as a product
3. セルフサービス
4. フェデレーションガバナンス

1. ドメインの定義づけとデー
タカルチャーの醸成

2. CxOからのスポンサー
3. ユースケースと⽬標の明確

化
4. ステークホルダーへの周知

データメッシュアーキテクチャに基づくAIデータプラットフォームを７つの異なるビ
ジネスユニットに構築し、そのうち３つのユニットで既に成果が出ている。

データの民主化

https://youtu.be/97SDSKJE-p0

https://youtu.be/97SDSKJE-p0
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デザインパターン
• シングルアカウントで扱えるリソースの制限
• 特定のユースケースごとの構築
• ポリシードキュメント管理の煩雑さ
• アカウントごとに複製されるデータ

中央集権的なデータレイクが抱える課題

オペレーション
• データセットへのユーザーベースのアクセス
• データの再利⽤の難しさ
• エキスパートや技術への依存
• データパイプラインごとに必要となるバリデ

ーション

ノボノルディスク: NNEDH（ノボノルディスク
エンタープライズデータハブ）が実現する分散型データレイク

データの民主化

https://youtu.be/YCNVdK5kPWk

https://youtu.be/YCNVdK5kPWk
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クラウドネイティブなDXに向けたベストプラクティス
イーライリリー、アッヴィ、ギリアド、ファイザー4社座談会

データの
民主化

イーライリリー アッヴィ ギリアド ファイザー
クラウドネイティブな環境
開発に注⼒し、⾃動化と⾼
度な分析を実現。数年後に
は完全にクラウド以降が完
了予定。 パデュー⼤学と
の提携による学位取得やe-
learning基盤整備など⼈材
育成にも注⼒。

多種多様な治験データを
FDAに提出するために必要
な膨⼤な前処理のマニュア
ルワークをAIで⾃動化。買
収したアラガンがさまざま
な場所に保管していたデー
タを統合することでコスト
削減・臨床試験の迅速化。

クラウド上でデータ統合基
盤を構築し、 AWSマーケ
ットプレースを通じて利⽤
するSaaSサービスと連携
し幅広いデータ活⽤。社員
のAWSの習熟度に合わせ
たトレーニングコースを開
設し、レベル別⼈材育成。

コロナワクチンの開発以降
、イノベーションのペース
が加速。デジタルヘルスで
患者データを収集し、新し
い治療法の開発に注⼒。デ
ータセンターの75％をクラ
ウドに移⾏したことでモダ
ナイゼーションが加速。

https://youtu.be/zYE2-YFfYbs

https://youtu.be/zYE2-YFfYbs
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クラウド利⽤における製薬業界のトレンド

バリューチェーンのDXデータの⺠主化 リアルワールドデータ
の活⽤
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AstraZeneca: Omicsデータの解析とAI活用

• 2026年までに社内で200万の全ゲノム解析を計画し
ており、すでに25PBのデータが活⽤される。

• 解析プロセスにおいては、AWS Step Functions, 
AWS Lambda, AWS Batch, Amazon S3などにより
効率化を実現。

• 30時間で1,100億件の統計処理を実⾏
• マルチオミックス、そして画像などを含めたマルチ

モーダルデータを分析している
• 機械学習の基盤としてAmazon SageMakerを活⽤し

ており、数百のプロジェクトが同時に利⽤している
• さらに患者様の⾃宅からヘルスデータを収集する技術

に取り組んでおり、早期診断や疾病予測に活⽤

https://youtu.be/TL2HtX-FmiQ?t=5015

バリューチェーンDX
創薬研究

https://youtu.be/TL2HtX-FmiQ?t=5015
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KEK: クライオ電⼦顕微鏡が⽣み出すテラバイト級の
データ解析にかかる計算時間・コスト最適化の検証

バリューチェーンDX
創薬研究

• クライオ電⼦顕微鏡を所有しており、⽇本の
あらゆる研究者に利⽤が開かれている。

• クライオ電⼦顕微鏡から⽣まれる⼤規模デー
タを処理するハイエンドな計算環境を多くの
研究者が容易に低コストで利⽤できるために
AWSを活⽤。

• Amazon EC2 C6iシリーズのインスタンスを
活⽤し、かつコンパイラを調整することで、
ランタイムを抑えてトータルコストが50％に。

https://youtu.be/14awm2bB1vo

https://youtu.be/14awm2bB1vo
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（参考）CBI学会2021年⼤会 AWSスポンサーセッション
KEK︓AWSを活⽤したクライオ電⼦顕微鏡ネットワークのIoT化

バリューチェーンDX
創薬研究
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⽇経xTECH Active: 第⼀三共のAWSを活⽤した
創薬化学研究プラットフォームの取り組み

バリューチェーンDX
創薬研究

https://active.nikkeibp.co.jp/atcl/sp/b/22/12/26/00828/index.html

https://active.nikkeibp.co.jp/atcl/sp/b/22/12/26/00828/index.html
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「創薬ワークフローハンズオン」で創薬領域の
ユースケースに合わせたAWSの利⽤⽅法を体系化

22

ハンズオン サービスの評価や使い⽅を体
験いただける⼿順書

ソリューション すぐに実際にご利⽤いただけ
るテンプレートや⼿順書

⽣命・疾患
の理解

ターゲット
選定

医薬品候補の
探索や改良 前臨床試験 臨床試験 新薬申請

市販後評価

PubMed論⽂
Abstract分析

GenomicsCLI

DeepChem on 
Sagemaker

動物⾏動検出Cryo-EM on AWS 
ParallelCluster
(CryoSPARC)

Cryo-EM on AWS 
ParallelCluster

(Relion)

MDV社
RWD分析

SNS医療情報
抽出・分析

⽩⾎球画像分類

GROMACS on 
ParallelCluster

VirtualFlow on 
ParallelCluster

Protein Folding
(OpenFold/AlphaFold2/RoseTTAFold/OmegaFold)

on AWS Batch

SageMaker DGL-LifeSci

https://aws.amazon.com/jp/local/health/

バリューチェーンDX
創薬研究

https://aws.amazon.com/jp/local/health/
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Lyell: ペイシェントジャーニーに渡る膨⼤なデータを
リアルタイムに活⽤する細胞療法プラットフォーム
• Lyell社は固形がん領域への細胞療法を提供。細胞

療法とは患者様の免疫細胞を採取・改変後、投⼊す
ることでがん細胞の死滅を⽬指す治療。

• 細胞の採取、輸送、施設でのエンジニアリングプロ
セス、再度の輸送と投⼊というペイシェントジャー
ニーのあらゆるプロセスでの品質管理が求められる。

• LyFE Manufacturing Centerで製造・サプライ
チェーンに関わる膨⼤なデータを活⽤する基盤とし
てAWSを採⽤。

• IoTの技術を活⽤することで、リアルタイムに施設
の機器の稼働状況を可視化したり、異常があればア
ラートが通知される。

• 現在４つのがん疾患で治療法を開発中で、今後の⼤
規模治験、商業化に向けたスケーリングにも対応。

https://youtu.be/Xus8C2s5K9A?t=6501

バリューチェーンDX
製造・サプライチェーン

https://youtu.be/Xus8C2s5K9A?t=6501
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Johnson & Johnson:サプライチェーンの可視化
を統合的に実現するフルスタックのAWS Observability

バリューチェーンDX
製造・サプライチェーン

https://youtu.be/EUVRbAplJS8

https://youtu.be/EUVRbAplJS8


© 2023, Amazon Web Services, Inc. or its affiliates.

バリューチェーンDX
製造・サプライチェーンJohnson & Johnson:サプライチェーンの可視化

を統合的に実現するフルスタックのAWS Observability

https://youtu.be/EUVRbAplJS8

https://youtu.be/EUVRbAplJS8
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https://youtu.be/A5HMy9P6xbI

• 患者のニーズやその他の環境変化にダ
イナミックに適応しながら、個別化さ
れた体験を提供できる能⼒の獲得

• 関連するすべての業務部⾨や市場デー
タなどのあらゆるチャネルにおけるイ
ンタラクションの整流化

• データに基づく意思決定できる組織へ
の変⾰

バリューチェーンDX
コマーシャルモデルナ: Amazon Connect と AI を⽤いて

オムニチャネルでのシームレスな顧客体験とデータ活⽤

https://youtu.be/A5HMy9P6xbI
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モデルナ: Amazon Connect と AI を⽤いて
オムニチャネルでのシームレスな顧客体験とデータ活⽤

https://youtu.be/A5HMy9P6xbI

バリューチェーンDX
コマーシャル

https://youtu.be/A5HMy9P6xbI
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https://youtu.be/A5HMy9P6xbI

上質な顧客体験 プロセスの標準化 拡張性・柔軟性

OC3を活⽤することで得られたもの

• 顧客の満⾜度向上
• 従業員（エージェント）の
体験向上

• オムニチャネルに対応した
セルフサービスの増加

• 標準化されたプロセスをリ
ージョンの状況に合わせて
迅速に修正

• コンプライアンスの向上
• メトリクスのトラッキング

が可能

• 市場への展開スピード
• 事業展開に応じた拡張性
• モジュール化されたプラッ

トフォームで変化に柔軟に
対応

バリューチェーンDX
コマーシャルモデルナ: Amazon Connect と AI を⽤いて

オムニチャネルでのシームレスな顧客体験とデータ活⽤

https://youtu.be/A5HMy9P6xbI
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クラウド利⽤における製薬業界のトレンド

リアルワールドデータ
の活⽤

データの⺠主化 バリューチェーンのDX
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AWS Data Exchange (ADX) によりデータの提供・購⼊が簡便に

• 数百万のAWSユーザーが、企業が提供
する3,600以上のデータを利⽤・購⼊で
きるプラットフォーム

• 利⽤者はサブスクリプションするだけで、
煩雑な契約や環境構築が不要

• テキスト、動画、画像、⾳声などフォー
マットは様々

https://aws.amazon.com/jp/data-exchange/

https://aws.amazon.com/jp/data-exchange/
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タケダ: ADXを利⽤したリアルワールドデータ戦略

https://youtu.be/54J3jpAgrnM?t=524

• リアルワールドデータを活⽤することで、アンメッ
トニーズを明らかにしたり、治験デザインを最適化
したり、経済的価値を明らかにできたりする。

• 通常、ベンダーと会話を始めて、実際にデータが扱
えるようになるまで２、３ヶ⽉かかる。データサン
プルにアクセスするだけで２、３週間かかり、その
データを貯めて、解析する環境を構築するのにさら
に時間がかかり、さらにETL処理も煩雑。

• AWS Data Exchangeを活⽤することで、データ評
価から購⼊、活⽤までのプラットフォームが統⼀さ
れ、スピードが向上した。

• 従来、複数のデータを管理するために、複数のソフ
トウェアやスクリプト⾔語をメンテナンスする必要
があったが、ADXにより統合されたデータセットを
データプロバイダーから直接環境に流し込むことが
できる。

リアルワールド
データ活⽤

https://youtu.be/54J3jpAgrnM?t=524
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モデルナ: ADXとAmazon Redshiftによる
リアルワールドデータ活⽤

https://youtu.be/54J3jpAgrnM?t=1715

• Public データやプライベートデータ（電カル、ラ
ボデータ）など活⽤しているがプライベートデータ
は特に標準化がされておらず、ETL処理に⼿間がか
かる。新たなデータを利⽤し始めるのに10⽇ほど
かかっていた。

• データへのアクセス⽅法（FTP、API、など）が無
数にあり標準化されていなかった。ETLパイプライ
ンも煩雑。カタログ化もされず、管理⼯数がかかる。

• ADXにより、Single point of entryが実現。データ
の種類によりAmazon S3とAmazon Redshiftを使
い分け。RedshiftのData Sharingを活⽤してリア
ルタイムにデータを利⽤可能に。

• 3⽇程度でパートナーを探してデータ取得までが完
了する。Evaluateフェーズでは、ADX上でベン
ダーがサンプルデータを提供しているため、事前に
検証が可能。ETL処理も不要となった。

リアルワールド
データ活⽤

https://youtu.be/54J3jpAgrnM?t=1715


本セッションでお話しした内容
1.膨⼤な社内データの活⽤で広がるデータの⺠主化

2.機械学習やIoTで進むバリューチェーンのDX

3.マーケットプレースで簡素化されるリアルワールドデータ利⽤



Thank you︕


